
　
い
よ
い
よ
年
が
押
し
迫
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
一
番
の
共
通
の
印
象
深
い
出
来
事
と
い
え
ば
、

十
二
月
八
日
に
発
生
し
た
青
森
県
東
方
沖
地
震
に

伴
う
津
波
避
難
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
発
災
直
後
に
発
令
さ
れ
た
避
難
指
示
を
受
け
、

む
つ
市
指
定
避
難
所
で
あ
る
大
安
寺
に
は
、
そ
の

夜
か
ら
翌
九
日
に
か
け
て
避
難
所
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
住
職
で
あ
る
私
は
施
設
管
理
者
と
し
て
そ

の
一
端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
避
難

さ
れ
た
約
百
八
十
名
の
地
域
の
方
々
が
互
い
に
声

を
掛
け
合
い
、
自
然
に
助
け
合
う
姿
に
深
い
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
情
報
の
伝
達
に
始
ま
り
、段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
組
み
立
て
、
毛
布
や
保
存
水
の
分
配
、

受
付
や
交
通
整
理
、
さ
ら
に
は
送
迎
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
、
進
ん
で

力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。ま
さ
に「
共
助
」

の
精
神
が
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
た
よ
う
に

令和 7年 12 月 28 日（日）発行

名
句

・
名
言
に
学
ぶ

（
令
和
八
年
一
月
～
三
月
）

　
　
　
　
　
　
本
年
は
七
月
三
十
日
、
十
二
月
八
日
・
十
二
日
と
三
度

の
避
難
所
開
設
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
役
所
職
員
・
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
円
滑
な
運
営
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ
ら
に
安
全
に
命
を

守
り
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
お
寺
を
目
指
し
、
檀
信
徒
の

皆
様
の
お
力
を
借
り
な
が
ら
努
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。（
住
職
）

令
和
八
年
三
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。
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◆「
月
例
写
経・写
仏
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
一
月
二
十
五
日（
日
）、二
月
二
十
二
日（
日
）、

三
月
二
十
二
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容
―
ミ
ニ
法
話
〜
写
経・写
仏
〜
茶
話
会

場
所
―
中
広
間　
参
加
費
―
五
百
円　
　
備
考
―
椅
子
席

◆「
黄
昏
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時
―
一
月
十
八
日（
日
）、二
月
十
五
日（
日
）、三
月
十
五
日（
日
）

午
後
四
時
〜
五
時　
※
坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
後
三
時
半
集
合

内
容
―
禅
語
紹
介
〜
坐
禅

場
所
―
中
広
間　
参
加
費
―
無
料　
備
考
―
椅
子
坐
禅
可
能

服
装
―
動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
令
和
八
年
一
月
～
三
月
）

各
種
講
座
の
ご
案
内

■
令
和
八
年
一
月
一
日（
木・元
旦
）午
前
０
時
〜
午
前
一
時

「
元
朝
大
般
若
祈
祷
」（
本
堂
）・「
除
夜
の
鐘
」（
鐘
楼
堂
）　

■
令
和
八
年
三
月
十
五
日（
日
）

「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時
〜
正
午

※
お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅（
涅
槃
）に
ち
な
み
、報
恩
感
謝
す
る
法
要
で
す
。

■
令
和
八
年
三
月
二
十
日（
金・春
分
の
日
）

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）午
前
十
一
時
〜
正
午

※
同
日
午
後
二
時
よ
り
、「
永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
」※
荒
天
時
は
本
堂
に
て

お
願
い

第
六
十
一
回

Ｑ
．
年
回
法
要
は
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い

の
で
す
か
？

Ａ
．
年
回
法
要
は
故
人
の
祥
月
命
日
に
営
み

ま
す
。
し
か
し
諸
事
情
に
よ
り
都
合
が
つ
か

な
い
場
合
は
、
祥
月
命
日
に
あ
た
る
日
よ
り

前
に
行
う
の
が
よ
い
と
さ
れ
ま
す
。
本
来
、

供
養
と
は
、
人
々
が
お
釈
迦
さ
ま
の
み
教
え

を
学
び
、
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
、
お

釈
迦
さ
ま
へ
休
息
所
を
し
つ
ら
え
、
飲
食
な

ど
の
供
物
で
も
て
な
す
こ
と
を
指
し
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
を
行
う
こ
と
に
よ
り
大
い
な

る
功
徳
を
得
ら
れ
る
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
功
徳
を
亡
き
人
に
廻
ら
し
む
け
る

こ
と
か
ら
供
養
の
意
味
が
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
供
養
を
法
事
と
言
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
供
養
と
は
、
施
主
が
仏

さ
ま
に
飲
食
や
花
、
お
香
と
供
え
、
卒
塔
婆

を
建
立
し
、
ご
住
職
と
と
も
に
読
経
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
善
根
の
功
徳
を
積
む
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
善
い
行
い
に
よ
る
功
徳
を

廻
ら
し
む
け
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
先
祖
さ
ま

や
故
人
、
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
人
々
の
安
寧

を
祈
り
、
あ
わ
せ
て
、
自
分
を
含
む
す
べ
て

の
も
の
が
仏
道
を
成
就
す
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。
心
の
こ
も
っ
た
供
養
が
と
り
行
わ

れ
る
よ
う
、
施
主
と
し
て
万
全
の
準
備
を

も
っ
て
臨
め
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
出
典
：「
仏
事
Ｑ
＆
Ａ
曹
洞
宗
」（
編
：
曹

洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
誰
か
と
手
を

つ
な
ぐ
こ
と　
つ
な
い
だ
手
の
ぬ
く
も
り

を
忘
れ
な
い
で
い
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
家　
永 

六
輔
）

大安寺公式 LINE
登録者募集中！

各種行事のご案内のほか、
ご法事の予約、 仏事相談も

承ります。

【
維
持
費
納
入
に
つ
い
て
】

○
令
和
七
年
度
維
持
費
（
五
千
円
）
の
納
付
期
限

は
令
和
七
年
十
二
月
三
十
一
日
で
す
。
な
お
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
付
可
能
で
す
。
納
付
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年

令
和
二
年

平
成
二
十
六
年

平
成
二
十
二
年

平
成
十
六
年

平
成
十
二
年

平
成
六
年

平
成
二
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
二
年

昭
和
二
年

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

百
回
忌

令
和
八
年　
年
回
表

（
法
事
早
見
表
）

【
法
事
の
際
に
ご
用
意

い
た
だ
く
も
の
】

①
御
位
牌

※
仮
位
牌
は
、
忌
明
け

（
三
十
五
日
も
し
く
は

四
十
九
日
）
ま
で

②
本
堂
に
お
供
え
す
る

御
供
物
（
あ
げ
も
の
）

少
々
（
菓
子
・
果
物
な

ど
）

※
可
能
で
あ
れ
ば
前
日

ま
で
に
お
届
け
く
だ
さ

い
。
当
日
に
な
る
場
合

は
、
法
事
開
始
十
分
前

ま
で
に
御
持
参
く
だ
さ

い
。

☆
引
き
続
き
墓
参
を
さ

れ
る
場
合
は
、
線
香
・

ろ
う
そ
く
・
供
物
・
花
・

洗
米
（
あ
ら
れ
）
な
ど

も
御
持
参
く
だ
さ
い
。

令
和
七
年

お
知
ら
せ

　
仏
弟
子
と
し
て
守
る
べ
き
戒
め
を
学
び
、
仏

弟
子
の
証
と
し
て
の
血
脈（
戒
名
）を
授
か
る「
血

脈
（
戒
名
）
授
与
式
」
を
三
月
一
日
（
日
）
午

後
二
時
〜
五
時
に
定
員
十
名
に
て
開
催
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
申
込
締
切
日
は
二
月
一
日
（
日
）

で
す
。

血
脈
︵
戒
名
︶
授
与
式
再
開
に
つ
い
て

思
い
ま
す
。

　
防
災
で
は
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
命
を
守

る
三
本
柱
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
二
日

間
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
姿
は
、共
助
の
輪
が
広
が
っ

た
尊
い
営
み
そ
の
も
の
で
し
た
。
お
釈
迦
さ
ま
が

お
説
き
に
な
っ
た
「
縁
起
」
の
理
は
、
私
た
ち
が

互
い
に
支
え
合
い
、
支
え
ら
れ
な
が
ら
存
在
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。
今
回
の
避
難
所
で
の
経

験
は
、
そ
の
縁
起
の
働
き
を
実
感
す
る
時
間
で
あ

り
、
人
の
ぬ
く
も
り
が
大
き
な
力
と
な
る
こ
と
を

教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
冒
頭
の
詩
が
示
す
よ
う
に
、
つ
な
い

だ
手
は
心
と
心
を
結
び
、
見
え
ぬ
と
こ
ろ
で
私
た

ち
の
不
安
を
そ
っ
と
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
誰
か

の
存
在
を
感
じ
る
だ
け
で
、
安
心
で
き
る
力
が
生

ま
れ
る
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま

た
布
施
の
一
つ
で
あ
る
「
無
畏
施
」（
裏
面
参
照
）

の
実
践
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
も
な
く
新
し
い
年
を
迎
え
ま
す
。
ど
う
か
皆

さ
ま
が
穏
や
か
に
年
越
し
を
迎
え
、
来
る
一
年
が

安
ら
ぎ
と
希
望
に
満
ち
た
佳
き
歩
み
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
合
掌

む    

い      

せ

し
ょ
う
つ
き
め
い
に
ち

そ     

と
う   

ば

め
ぐ

あ
ん 

ね
い

じ
ょ
う
じ
ゅ

の
ぞ

い
ま
し

け
ち
み
ゃ
く


